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(2)き ら め き

☆シルバーで育む　生きがい　活かす知恵　作／山中千夏

令
和
２
年
度
以
降
、
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
少
人

数
で
の
開
催
と
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

令
和
５
年
５
月
８
日
以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
感
染
症（
２
類
相
当
）」か
ら「
５
類
感
染
症
」

へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
鑑
み
、
本
年

度
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
従
来
通
り
会
員
の
皆

様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
八
尾
市
文
化
会
館
（
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
）
小
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
２
時
よ
り
議
案
書
次
第
の
と
お
り
芦
田
雅
己

理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
受
賞
者
の
表
彰
、
来
賓

祝
辞
・
祝
電
披
露
と
続
き
、
議
長
選
出
に
て
上
杉
正

輝
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
の
定

足
数
報
告
で
は
、
当

日
の
出
席
者
92
名
と

委
任
状
１
，
１
０
４

名
、
合
わ
せ
て
１
，

１
９
６
名
が
会
員
総

数
１
，
７
７
１
名
の

過
半
数
を
超
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
し
て
議
事

録
署
名
人
報
告
の
あ
と
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
に
従
い
議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
そ
し
て

議
案
第
３
号
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
提
案
・
説
明
が
あ

り
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
い
ず
れ
の
議

案
に
対
し
て
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
案
件
と
し
て
報
告
第
１
号
、
報
告

第
２
号
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
梅
村
副

理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
午
後
３
時
30
分
、
無
事
に
定

時
総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
今
回
委
任
状
（
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
い
た
だ
い

た
方
全
員
に
総
会
記
念
品
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
を

９
月
号
「
事
務
局
だ
よ
り
」
に
同
封
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

定
時
総
会
次
第

第
一
部

安
全
講
演

　
　
　
　
　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

講
師

　
　
　
　
　
　
　

八
尾
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
　
　
　

課
長
代
理

警
部

永
田
政
仁
氏

　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
警
察
本
部

交
通
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
教
育
班

第
二
部

一

開
会
の
辞

二

理
事
長
挨
拶

三

表
彰
状
の
贈
呈

四

来
賓
祝
辞

　
　
　

八
尾
市
長

大
松

桂
右
様

　
　
　

八
尾
市
議
会
議
長

田
中

慎
二
様

五

祝
電
披
露

六

議
長
選
出

七

定
足
数
報
告
と
議
事
録
署
名
人
報
告

八

議

事

議
案
第
１
号

令
和
４
年
度

事
業
報
告
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
２
号

令
和
４
年
度

決
算
報
告
承
認
及

び
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

令
和
５
年
度

役
員
の
選
任
に
つ

い
て

報
告
案
件

報
告
第
一
号

令
和
５
年
度

事
業
計
画
報
告
に

つ
い
て

報
告
第
二
号

令
和
５
年
度

収
支
予
算
報
告
に

つ
い
て

九

閉
会
の
辞

令
和
５
年
度

定
時
総
会
報
告



(3) き ら め き

☆安全確認が　仕事の前の　GOサイン！　作／細川寿美子

６
月
９
日
（
金
）
定
時
総
会
（
プ
リ
ズ
ム
小
ホ
ー

ル
）
終
了
後
、
控
室
に
於
い
て
第
２
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
第
４
号

公
益
社
団
法
人
八
尾
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常

務
理
事
の
選
定
（
案
）
に
つ
い
て
、
議
案
第
５
号

公
益
社
団
法
人
八
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
正

副
部
会
長
及
び
委
員
会
委
員
長
の
選
出
（
案
）
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、左
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長　
　

芦
田

雅
己

副
理
事
長

前
田

育
宏

副
理
事
長

宮
田

明
代

常
務
理
事

佐
野

正
樹

委
員
長　
　

冨
岡

博
（
志
紀
・
大
正
地
区
長
）

副
委
員
長

山
本

雅
明
（
曙
川
地
区
長
）

委

員　
　

池
嶋

美
佐
子
（
八
尾
地
区
長
）

　
　
　
　
　

白
川

竜
男
（
用
和
・
西
郡
地
区
長
）

　
　
　
　
　

中
川

和
子
（
山
本
地
区
長
）

　
　
　
　
　

白
井

博
道
（
久
宝
寺
地
区
長
）

　
　
　
　
　

小
野

惇
夫
（
龍
華
・
竹
淵
地
区
長
）

　
　
　
　
　

細
川

寿
美
子
（
南
高
安
・
高
安
地
区

長
）

委
員
長　
　

楠
田

孝
（
理
事
）

副
委
員
長

山
内

冨
美
夫
（
会
員
）

委

員　
　

千
鳥

秋
美
（
理
事
）
細
川

寿
美
子

（
理
事
）
安
酸

一
志
（
会
員
）

　
　
　
　
　

松
村

麗
子
（
会
員
）

委
員
長　
　

近
藤

勝
子
（
理
事
）

副
委
員
長

浅
井

正
明
（
会
員
）

委

員　
　

岩
元

み
つ
子
（
理
事
）
橋
爪

勇

（
会
員
）
戸
田

利
夫
（
会
員
）

委
員
長　
　

川
﨑

護
（
理
事
）

副
委
員
長

黒
田

義
久
（
会
員
）

委

員　
　

小
森

裕
子
（
理
事
）
瀬
戸

保
太
郎

（
理
事
）
出
路

良
博
（
会
員
）

　
　
　
　
　

山
本

富
美
子
（
会
員
）

　
　
　
　
　

若
松

香
代
子
（
会
員
）
前
田

恵
子

（
会
員
）
大
西

健
造
（
社
会
保
険
労

務
士
）

令
和
５
年
度

第
二
回
理
事
会
報
告

広
報
委
員
会
（
６
名
）

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
（
９
名
）

業
務
委
員
会
（
５
名
）

三
役
会
（
４
名
）

令
和
５
・
６
年
度

委
員
会
名
簿
（
敬
称
略
）

令
和
５
・
６
年
度役

員
紹
介
（
敬
称
略
）

地
域
委
員
会
（
８
名
）

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

常
務
理
事

監

事

監

事

芦

田

雅

己

前

田

育

宏

宮

田

明

代

川

﨑

護

冨

岡

博

小

森

裕

子

近

藤

勝

子

千

鳥

秋

美

岩

元

み
つ
子

楠

田

孝

細

川

寿
美
子

中

川

和

子

瀬

戸

保
太
郎

池

嶋

美
佐
子

佐

野

正

樹

今

中

順

子

新

福

二
三
江

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）

（
再
任
）



(4)き ら め き

☆シルバーで　働く喜び　分かち合う　作 /黒田義久

新理事紹介 ①入会年月②入会前の仕事③趣味
④好きな言葉（座右の銘）⑤抱負

瀬戸　保太郎
（理　事）

①　平成 24 年 4 月 2 日
②　会社員
③　田舎暮らし、ウォーキング
④　一日一善
⑤　�この度、理事に選任され、責任の重さを痛感しております。
　　�　シルバーに入り、10 年間志紀・恩智・高安の自転車駐輪場にて、よ
き仲間に恵まれ楽しく働ける事に感謝しております。

　　�　また安全・適正就業委員会の一員として、皆で安全・健康第一に適正
就業を目標に活動させて頂き嬉しく思っています。人生百年時代、まだ
まだこれからですので、新しい事にも挑戦しようと思っています。八尾
シルバー人材センターの発展に、微力ではございますが少しでもお役に
立てればと思い、頑張りたく存じます。皆様のご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願い致します。

池嶋　美佐子
（理　事）

①　平成 26 年 11 月
②　銀行員
③　 フラダンス、ウクレレ、英会話、ステンドグラス
④　一期一会
⑤　�この度、理事に選任され、驚きと責任の重さを痛感しております。
　　�　生き活きとご活躍されている先輩方のお話をお聞きし、私も一歩一歩
前進して行こうと思いました。

　　�　超高齢社会の現在において、笑顔で楽しく、仕事や仲間づくりができ、
生きがいが生まれ、社会参加への意欲も生まれ、充実感を得る事の出来
る拠点が「シルバー人材センター」であり、大変重要な存在であると思
います。微力ながら当センターの発展にお役に立てるよう努めて参りま
す。皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

中川　和子
（理　事）

①　平成 24 年 4 月
②　会社員
③　手芸、園芸
④　自分らしく
⑤　�この度、理事に選任され、責任の重さを痛感しております。
　　�　（公社）八尾市シルバー人材センターでは地域委員、女性委員会（ア
イリス）の一員として先輩の皆様と共に色々と勉強させていただいてい
ます。人生百年、高齢社会といわれる中、シルバー人材センターで生き
る喜び、働く楽しみを目指しています。微力ながらもお役に立てる様務
めて参ります。どうぞ皆様のご指導の程、よろしくお願い申し上げます。



(5) き ら め き

以前よりお知らせしておりましたが、令和５年 10月１日付の消費税法改正で「適格請求
書等保存方式（インボイス制度）」が導入されます。この改正により、消費税にかかる仕入税
額控除（※）には登録された課税事業者が発行する「適格請求書（インボイス）」が必要とな
り、シルバー会員を含む免税事業者との取引について、消費税にかかる仕入税額控除が認め
られなくなります。
具体的な例で言いますと、仮に配分金が 1,100 円であったとします。今は 1,100 円がそ
のまま会員に支払われ、センターとしても会員に 100円の消費税を支払ったことになってい
ます。しかし、改正後は消費税込みで 1,100 円を会員へ支払っても消費税の 100 円は仕入
税額控除ができなくなるため、改めて同額の 100円を当センターから税務署に納めなければ
ならなくなります。

☆大丈夫！　と思う心に　事故潜む　作 /蓑毛和子

発 注 者 会 員シルバー 配分金
1,100円

（うち消費税100円）

配分金額 1,100円（配分金1,000円＋消費税100円）の場合

現　在

改正後

発 注 者 会 員シルバー配分金
1,100円

（うち消費税100円）

税 務 署
改めてセンターが
消費税100円を
税務署へ支払う

! ! 仕入税額控除が
認められない（※）

! 仕入税額控除が
認められる

配分金
1,100円

（うち消費税100円）

配分金
1,100円

（うち消費税100円）

(※)仕入税額控除とは？
課税事業者が納税すべき消費税を計算する際に、売上にかかる消費税から仕入れにかかった消費
税を差し引いて計算することによって、消費税の二重課税を解消することができる制度です。

消費税の「適格請求書等保存方式(インボイス制度)」が
導入されます。

この制度については、消費税法改正後しばらく経過措置があり、先の例がそのまま適用さ
れるのは令和 11年 10月からですが、令和８年度には経過措置の縮小が予定されています。
センターでは、発注者の皆様に事務比率の引上げをお願いするなどにより、令和７年度ま
での財源について目途をつけると共に、急激な費用負担の増加に対応するため「消費税対策
積立資金」として令和４年度より資金の積み立てを始めています。令和８年度以降の財源に
ついても検討を進めていますが、負担の増加が見込まれることから発注者だけではなく会員
の皆様にもご負担をお願いする可能性があります。
センターでは、上部団体である全国シルバー人材センター事業協会や大阪府シルバー人材
センター協議会、また大阪府内の各シルバー人材センターとも連携 · 意見交換を行いながら、
引き続きインボイス制度の対応について検討を進めて参ります。今後も「シルバーやお」や
「事務局だより」を活用して会員の皆様にお知らせをさせていただきます。会員の皆様におか
れましては、八尾市シルバー人材センターを健全に運営していくため、ご理解 · ご協力をお
願いいたします。



(6)き ら め き

☆健康と経験活かして　シルバーワーク　作 /楠田　孝

右
の
グ
ラ
フ
は
、過
去
５
年
間
の
事
故
件
数
で
す
。

昨
年
度
の
事
故
件
数
は
32
件
（
傷
害
30
件
・
賠
償

２
件
）
で
し
た
。
今
年
度
は
、
４
月
か
ら
３
ヶ
月
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
末
日
現
在
で
傷
害

９
件
・
賠
償
事
故
４
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

『
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
し
ま
す
』
日
々
の
安
全
確

認
・
事
故
防
止
に
一
層
の
注
意
を
払
い
、『
事
故
ゼ
ロ
』

を
目
指
し
て
安
全
第
一
で
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
が

就
業
中
や
就
業
途
上
（
就
業
の
行
き
帰
り
）
に
お
け

る
事
故
や
ケ
ガ
の
事
故
状
況
の
分
析
を
行
い
、
事
故

防
止
の
た
め
の
講
習
会
な
ど
の
企
画
・
実
施
に
関
す

る
事
や
事
故
発
生
状
況
や
事
故
防
止
の
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、『
交
通
安

全
講
習
会
』『
健
康

に
関
す
る
講
習
会
』

や
健
康
増
進
の
た
め

の
『
秋
の
健
康
ハ
イ

キ
ン
グ
』
を
実
施
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
中
止

し
て
お
り
ま
し
た
普

通
救
命
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
会
の
開
催
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
実
施
す
る
際
に
は
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
月
１
回
の
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
７
月

に
つ
い
て
は
、
国
が
実
施
す
る
『
全
国
安
全
週
間
』

に
合
わ
せ
て
、
安
全
適
正
就
業
強
化
月
間
と
し
て
、

一
般
企
業
先
や
屋
内
外
作
業
な
ど
会
員
の
皆
様
が
仕

事
を
し
て
い
る
所
に

訪
問
し
、
就
業
中
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
事
故

防
止
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、
す
べ
て
の
会
員

の
皆
様
が
、
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
毎
年
、

安
全
標
語
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
13
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

＊
八
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
標
語
＊

参
考
で
す
が
、
全
国
の
安
全
標
語
で
す
。

＊
全
国
統
一
の
安
全
標
語
＊

事故件数

健康管理講習会の風景

秋の健康ハイキング

令
和
５
年
度
の
『
安
全
標
語
』
決
定

安
全
確
認
が

仕
事
の
前
のＧ

Ｏ
サ
イ
ン
！

安
全
は

無
理
せ
ず焦

ら
ず

油
断
せ
ず

秋
の
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

今
年
は
10
月
28
日
（
土
）
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
９
月
号

の
事
務
局
だ
よ
り
で
、
募
集
案
内
い
た
し
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り



(7) き ら め き

☆一寸待った　忘れていませんか　安全確認　作 /前田育宏

南
太
子
堂

楠

昭
一
郎

令
和
４
年
10
月
19
日
（
水
）
八
尾
市
文
化
会
館
に

於
い
て
金
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
人
が
結
婚
し

ま
し
た
年
は
昭
和
47
年
、
そ
れ
か
ら
50
年
永
い
、
永

い
年
月
が
流
れ
短
い
様
で
も
あ
り
ま
す
。
両
親
か
ら

も
ら
っ
た
丈
夫
な
身
体
の
お
か
げ
で
幸
い
に
も
大
病

を
患
う
こ
と
な
く
、
健
康
で
過
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
思
え
ば
３
人
の
子
供
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、
辛

か
っ
た
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
夫
婦
で
健
康
に
心
掛
け
、
一
日
一
日

を
大
切
に
感
謝
し
て
、
過
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
事
務
局
の
皆
様
に
は
仕
事
の
こ
と
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
婚
50
年

金

婚

式



(8)き ら め き

☆シルバーの助けあう町　笑顔なり　作 /降矢滋子

蛍
火
の
茶
会

恩
智
北
町

渡
瀨

弘
美

６
月
に
入
り
例
年
に
な
い
、
早
い
梅
雨
で
し
た
。

１
日
〜
４
日
ま
で
信
貴
山
口
駅
す
ぐ
に
あ
る
「
木

心
庵
山
荘
」
で
、「
蛍
火
の
茶
会
」
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
雨
を
心
配
し
な
が
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
午
後

９
時
の
終
わ
り
ま
で
降
ら
ず
、
皆
さ
ん
が
帰
ら
れ
た

す
ぐ
に
大
雨
が
。
な
ん
と
心
掛
け
の
良
い
こ
と
か
と
、

初
日
は
80
名
位
の
方
が
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。
帰
り

に
は
、
皆
さ
ん
「
良
か
っ
た
」「
良
か
っ
た
わ
」
と

喜
ん
で
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
私
は
受
付
に
お
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
来
て
、
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
蛍
を
見
て
頂
く
順
序

は
始
め
に
蚊
帳
の
中
に
蛍
が
飛
ん
で
い
る
所
を
通
り

抜
け
て
、
広
場
に
出
て
一
人
一
人
の
手
の
中
に
蛍
を

手
渡
し
て
、
楽
し
ん
で
頂
い
て
か
ら
一
斉
に
放
し
ま

す
。
子
ど
も
達
は
手
の
中
の
蛍
が
光
る
の
が
不
思
議

な
の
か
、
指
の
間
か
ら
の
ぞ
き
「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
」

と
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。「
木
心
庵
」
で
も
蛍
を

育
て
て
い
ま
す
が
、
手
渡
す
数
が
な
く
て
、
当
日
の

朝
に
宅
配
便
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

吉
野
の
方
か
ら
届
い
て
い
ま
す
。
因
み
に
メ
ス
が
高

く
て
、
オ
ス
は
安
い
ら
し
い
で
す
よ
。
人
間
社
会
と

は
違
い
ま
す
ね
。

お
茶
席
は
、
申
し
込
み
で
蛍
が
飛
び
交
う
幻
想
的

な
茶
室
（
一
心
亭
）
で
お
点
前
を
、
蛍
に
似
せ
た
和

菓
子
と
お
茶
を
頂
き
ま
す
。
子
ど
も
達
も
多
数
お
呼

ば
れ
し
、
神
妙
な
顔
で
席
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。

「
来
年
も
蛍
が
見
ら
れ
る
と
い
い
な
ぁ
」
と
帰
っ
て

い
か
れ
ま
し
た
。
蛍
の
淡
く
や
さ
し
い
光
に
癒
さ
れ

た
夜
で
し
た
。
木
心
庵
は
春
は
桜
ま
つ
り
（
夜
桜
）

を
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
里
山
の
素
晴
ら
し
さ
を

ど
う
ぞ
。

図
書
券
ゲ
ッ
ト

栄
町

阿
部

宏

「
ク
イ
ズ
頭
の
体
操
」
に
当
選
、
図
書
券
ゲ
ッ
ト
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
懸
賞
に
当
た
る
と
感
激
、
早

速
ジ
ュ
ン
ク
堂
に
直
行
予
定
で
す
。
読
書
に
は
、
多

く
の
効
果
が
有
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
認
知

症
・
う
つ
病
に
予
防
効
果
が
大
き
い
ら
し
い
。

先
日
「
70
歳
が
老
化
の
分
か
れ
道
」（
和
田
秀
樹
・

薯
）
を
買
い
ま
し
た
。
図
書
館
は
数
十
人
待
ち
、
ア

マ
ゾ
ン
で
も
入
荷
待
ち
で
し
た
。
よ
う
や
く
手
に
入

れ
た
た
め
か
集
中
し
て
読
み
、
日
常
生
活
を
有
意
義

に
過
ご
す
ヒ
ン
ト
に
で
き
ま
し
た
。

日
頃
文
字
を
書
く
こ
と
が
な
く
、
漢
字
を
忘
れ
る

ば
か
り
。
文
字
を
書
き
、
頭
を
使
う
の
に
懸
賞
付
き

ク
イ
ズ
へ
の
応
募
は
絶
好
の
機
会
。
み
な
さ
ん
も

「
ク
イ
ズ
頭
の
体
操
」
に
応
募
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
ゲ
ッ
ト
、
読
書
の
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
で
得
た
も
の

松
山
町

若
松

香
代
子

シ
ル
バ
ー
に
登
録
し
て
早
や
三
年
近
く
経
ち
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
多
く
の
仲
間
が
出
来
、
情
報
交
換

や
ラ
ン
チ
、
旅
行
と
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
日
常
生
活
支
援
講
習
で
知
り
合
っ
た
Ｈ

さ
ん
。
こ
の
方
は
シ
ル
バ
ー
の
先
輩
会
員
で
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で
、
と
て
も
良
い
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
お
か
げ
で
時
間
の
許
す
限
り
彼
女
を
見

習
っ
て
市
の
講
習
会
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
・
歴
史
探
索
・
手
話
・
園
芸
・
韓
国

語
・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
々
。
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
社
交
ダ
ン

ス
・
バ
ス
ツ
ア
ー
・
旅
行
・
ハ
イ
キ
ン
グ
も
や
っ
て

い
ま
す
。

仕
事
、
趣
味
、
講
座
と
か
け
も
ち
で
忙
し
い
で
す

が
、
多
く
の
会
員
さ
ん
も
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

の
を
み
る
と
同
志
と
し
て
力
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
や
り
た
い
事
を
や
り
、
人
様
の
役
に
立

つ
事
も
ど
ん
ど
ん
ト
ラ
イ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

600



(9) き ら め き

☆「今迄は　大丈夫だった！」が　事故のもと　作 /森　昌子

服
部
川

野
村

洋
子

職
場
で
の

交
わ
す
挨
拶

気
合
よ
し

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

書
い
て
楽
し
む

余
裕
か
な

年
老
い
て

働
く
仕
事

あ
り
が
た
や

定
刻
に

起
き
て
職
場
へ

ガ
ン
バ
ル
ぞ

朝
目
覚
め

テ
レ
ビ
体
操

楽
し
か
な

朝
起
き
て

太
陽
あ
が
る

豊
か
さ
よ

八
尾
の
風
来
坊

チ
ラ
シ
見
て

今
日
の
晩
め
し

チ
ラ
シ
寿
司

電
動
の

カ
ー
ト
あ
れ
ば

楽
ち
ん
や

ス
ー
パ
ー
は

我
が
家
の
大
き
な

冷
蔵
庫

一
筆
周
遊
の
旅

南
木
の
本

前
田

真
弓

「
お
っ
、
意
外
に
楽
し
い
」

６
月
14
日
、
一
区
間
140
円
で
周
る
「
び
わ
湖
周
遊

列
車
の
旅
」
に
河
内
音
頭
、
生
き
活
き
倶
楽
部
の
メ

ン
バ
ー
12
名
、
Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
出
発
大
阪
駅
で
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
駅
弁
を
買
い
、
新
快
速
敦
賀
行

き
に
乗
り
込
む
。
ト
イ
レ
付
き
だ
か
ら
安
心
で
あ
る
。

京
都
を
過
ぎ
山
科
か
ら
湖
西
線
に
入
る
頃
か
ら
は

人
も
ま
ば
ら
貸
切
同
然
。
さ
ぁ
楽
し
み
の
弁
当
を
開

け
る
。
駅
弁
を
食
べ
る
の
っ
て
何
十
年
ぶ
り
だ
ろ
う

か
。

流
れ
ゆ
く
景
色
を
見
な
が
ら
仲
間
と
お
喋
り
笑
い

合
う
。
列
車
は
び
わ
湖
沿
い
を
走
る
。
移
り
変
わ
る

車
窓
か
ら
見
え
る
山
々
や
田
畑
の
広
が
り
、
住
ま
い

の
造
り
な
ど
に
な
ん
と
な
く
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
。

近
江
塩
津
駅
で
乗
り
換
え
、
佐
和
山
城
跡
を
横
に

見
て
長
浜
、
米
原
を
経
て
草
津
駅
で
乗
り
換
え
る
。

草
津
駅
か
ら
柘
植
駅
ま
で
は
単
線
で
よ
く
揺
れ
た
。

列
車
の
心
地
良
い
揺
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
ん
な

時
の
過
ご
し
方
も
い
い
も
ん
だ
と
思
う
。

柘
植
駅
か
ら
一
両
編
成
に
乗
り
換
え
加
茂
駅
ま
で
。

山
の
中
の
雑
木
林
を
ひ
た
す
ら
走
り
抜
け
る
と
視
界

が
広
が
り
、
笠
置
辺
り
か
ら
木
津
川
沿
い
に
、
横
は

崖
っ
ぷ
ち
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ
ル
を
味
わ
う
。

加
茂
駅
か
ら
奈
良
、
王
寺
と
周
遊
の
旅
も
終
わ
り
、

八
尾
の
街
が
見
え
た
ら
や
は
り
嬉
し
か
っ
た
。



(10)き ら め き

☆シルバーの持てるワザ　地域に貢献　充実感　作 /松本好央

恩
智
中
町

細
川

寿
美
子

コ
ロ
ナ
禍
で
身
に
付
け
た
習
慣
で
す
が
、
６
時
起

床
で
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
朝
の
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
っ

ぱ
い
吸
っ
て
、
鉄
瓶
で
沸
か
し
た
白
湯
を
飲
み
、
６

時
25
分
か
ら
の
テ
レ
ビ
体
操
を
し
、
連
ド
ラ
２
本
が

始
ま
る
７
時
15
分
ま
で
、
机
に
向
か
い
ち
ょ
い
読
書
、

塗
り
絵
、
目
を
通
し
て
い
な
い
郵
便
物
の
整
理
な
ど

を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
朝
食
の
準
備
し
た
後
、
そ
の

日
の
予
定
に
よ
っ
て
、
時
間
の
経
過
が
違
い
ま
す
。

70
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
心
も
身
体
も
老
い
て
き
ま
し

た
。
昨
年
一
年
間
で
両
膝
が
曲
が
ら
な
く
な
り
、
曲

が
る
よ
う
に
な
っ
た
今
も
あ
ち
こ
ち
の
治
療
で
、
鍼

灸
整
骨
院
通
い
で
す
。
原
因
は
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

「
ビ
ワ
イ
チ
」
約
193
キ
ロ
を
目
標
に
走
っ
た
り
、
歩

い
て
い
た
の
で
す
が
私
の
両
膝
が
悲
鳴
を
あ
げ
断
念

し
ま
し
た
。
膝
が
回
復
し
た
ら
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
と
も
な
れ
ば
、
身
体
的
に

も
個
人
差
が
大
で
、
今
ま
で
健
康
＝
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
く
、
私
は
日
常
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
て
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
で
き
た
ら
ベ
ス
ト
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
週
の
里
山
歩
き
や「
山
の
辺
会
」の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、「
フ
ラ
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
ウ
ク
レ
レ
と
琴
の
演
奏
、
友
だ
ち
と
の
ラ

志
紀
町

松
本

好
央

▼
わ
が
街
・
風
景
の
写
真
は
歴
史
に
係
る
建
物
、
名

所
、
遺
跡
等
を
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。
編
集
作
業
ご

苦
労
さ
ん
！

南
本
町

川
口

誠
次

▼
大
和
川
が
付
替
え
ら
れ
た
後
の
、
こ
の
地
一
帯
の

玉
串
川
と
長
瀬
川
に
分
水
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
歴
史

好
き
の
私
に
と
っ
て
感
慨
深
い
も
の
で
す
。

天
王
寺
屋

野
中

清

▼
昨
今
、
字
を
書
く
事
が
少
な
く
忘
れ
た
漢
字
に
い

つ
も
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

勉
強
に
な
っ
て
と
て
も
い
い
で
す
。

北
本
町

森
岡

妙
子

▼
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
94
号
お
届
け

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
も
楽
し
み
に
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
宜
し
く
ね
！

八
尾
木

降
矢

滋
子

▼
家
か
ら
歩
い
て
志
紀
に
む
か
っ
て
川
の
道
を
歩
き

ま
し
た
。歩
い
て
も
歩
い
て
も
、な
か
な
か
み
つ
か
ら

な
く
て
、だ
ん
だ
ん
あ
つ
く
な
っ
て
帽
子
、マ
フ
ラ
ー

を
と
り
ま
し
た
。
往
復
万
歩
計
で
家
か
ら
９
３
５
８

歩
あ
り
ま
し
た
。
く
た
く
た
で
す
。
み
つ
け
た
時
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ヤ
ッ
タ
ー
！

南
本
町

笠
原

ひ
ろ
み

▼
漢
字
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
わ
が
街
・
風
景
は
む

ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

跡
部
本
町

西
田

喜
久
子

▼
皆
様
ご
き
げ
ん
よ
う
！

人
生
こ
れ
か
ら
だ
？

松
山
町

若
松

香
代
子

▼
お
疲
れ
様
で
す
。
最
近
、
山
歩
き
を
始
め
ま
し
た
。

毎
週
と
ま
で
は
、
い
き
ま
せ
ん
が
月
３
回
位
、
信
貴

山
そ
の
他
を
登
っ
て
い
ま
す
。
汗
を
か
い
た
後
の
お

弁
当
タ
イ
ム
は
又
格
別
で
す
。春

日
町

塚
元

郁
治

▼
わ
が
街
・
風
景
の
写
真
を
見
て
後
方
に
「
ゆ
」
の

看
板
が
あ
っ
た
の
で
、『
あ
そ
こ
だ
！
』
と
見
当
を
つ

け
自
転
車
で
長
瀬
川
沿
い
を
走
っ
て
現
地
へ
。
そ
こ

は
そ
の
名
に
あ
る
通
り
旧
大
和
川
か
ら
玉
串
川
と
長

瀬
川
に
分
岐
し
て
い
る
場
所
で
し
た
。

山
畑

岩
本

裕
子

▼
ま
た
選
挙
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
給
が
高
い
う
え
に
、
２
日
間

で
か
な
り
い
た
だ
け
る
の
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

Ｐ
Ｓ
・
４
コ
マ
マ
ン
ガ
は
オ
チ
と
大
阪
弁
が
い
い
で

す
ね
。

ン
チ
会
な
ど
。
そ
し
て
適
度
の
仕
事
と
孫
の
世
話
、

幸
福
度
の
高
い
ひ
と
り
暮
ら
し
、
何
よ
り
も
ど
ん
な

時
で
も
笑
い
飛
ば
す
の
が
、
私
の
健
康
法
で
す
。



(11) き ら め き

二
、
わ
が
街
・
風
景
「
こ
こ
は
ど
こ
？
」

▼
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
答
え
・
住
所
・
氏
名
・

会
員
番
号
・
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い

☆
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

▼
い
ず
れ
か
一
問
で
正
解
と
し
ま
す
。

▼
締
切

９
月
末
日

▼
宛
先

〒
５
８
１
│
０
８
１
５

八
尾
市
宮
町
１
│
10

│
32
（
公
社
）
八
尾
市
シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー編

集
会
議

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
２
（
９
９
２
）
８
２
８
２

Ｅ
メ
ー
ル

yao.sc@
dream

.ocn.ne.jp

◎
◯
の
答
え

一
、
①
険

②
源

③
格

④
識

⑤
績

⑥
復

　
　

⑦
観

⑧
低

⑨
問

⑩
供

二
、
二
俣

☆安全は　心のゆとりで　事故はなし　作 /大喜多達也

鵜飼

74

一
、
今
回
は
普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い
漢
字
で
す
。

（

）
内
に
読
み
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

①
海
星

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

②
黒
子

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

③
十
六
夜

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

④
岩
魚

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑤
四
方
山

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑥
目
高

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑦
守
宮

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑧
宿
借

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑨
河
馬

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑩
百
舌
鳥

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

75

26



(12)き ら め き

●
巷
で
話
題
の
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
で「
編
集
余
話
」作
文
を

試
み
ま
し
た
。
丁
寧
・
わ
か
り
や
す
い
文
章
が
で
き

ま
し
た
が
、
感
情
伝
達
が
イ
マ
イ
チ
で
、
使
え
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楠
）

●
先
日
、
偶
然
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
方
と
お
話
し
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。お
互
い
に
母
国
語
で
会
話
、

通
訳
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
、
便
利
な
時
代
で
す
。（
志
）

●
昆
虫
食
を
巡
っ
て
色
々
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
オ

ロ
ギ
の
粉
末
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
方

フ
ー
ド
ロ
ス
も
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
け

ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陽
）

●
人
の
寿
命
は
、
生
物
的
百
二
十
才
、
精
神
は
無
限

に
近
い
よ
う
な
の
で
、
精
神
の
若
が
え
り
に
励
み
、

若
者
に
限
り
な
く
近
づ
こ
う
。　
　
　
　
　
　
（
の
）

●
一
人
で
い
る
と
、
楽
だ
が
空
し
い
と
き
が
あ
る
。

人
と
交
わ
る
と
煩
わ
し
い
。

「
幸
せ
」
は
「
誰
か
と
何
か
行
動
を
一
緒
に
す
る
」
こ

と
に
語
源
が
あ
る
。
来
た
れ
セ
ン
タ
ー
へ
。
（
縁
）

☆シルバーで　働くことが　地域社会の潤滑油　作 /黒田　昇

編
集
余
話

▼
お
墓
参
り
の
途
中
、
明
る
い
パ

ン
屋
さ
ん
に
自
転
車
を
止
め
、
中

に
入
り
ま
し
た
。
種
類
の
多
い
パ

ン
に
嬉
し
く
パ
ン
が
大
好
き
な
の
で
次
々
と
ト

レ
ー
へ
。
目
に
と
ま
っ
た
「
お
泊
ま
り
パ
ン
」

と
書
い
た
フ
ダ
の
つ
い
た
パ
ン
。
「
エ
ッ
、
お

も
し
ろ
〜

ニ
ヤ
ッ
」
そ
し
て
ト
レ
ー
へ
。

他
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
は
、
昨
日
の
パ
ン
と
か
残

り
の
パ
ン
と
か
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
「
お
泊

ま
り
パ
ン
」
。
や
さ
し
い
〜
。
コ
ロ
ナ
禍
で
皆

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
中
、
や
さ
し
い
パ
ン
屋
さ

ん
に
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
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Eメール

掲
載
に
際
し
て
は
、
文
意
の
変
わ
ら
な
い
範
囲

で
編
集
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
し
か
ら
ず

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

編
集
会
議

▼ポエム・俳句・短歌・川柳など
▼絵手紙・書・イラスト・マンガなど
▼表紙写真・絵画など（八尾・季節…次号は
　新春の号）
▼『一筆啓上』本誌への感想・日常の雑感など
≪素敵なエッセーなどを 300 ～ 600 字の範囲内で≫
▼『自由席』
（テーマ原稿募集）
▼『わたしの一押し』
　あなたが誰かにお薦めしたい事や物の推薦
　文を書いてお送りください。（例えば…趣味・
　本・グルメ・料理・映画・音楽など…）
▼私の故郷じまん▼私のペット自慢（写真可）
▼旅行記▼マイ☆シルバー☆コレクション

【お便りの宛先と必要事項】
〒581-0815
八尾市宮町 1－10－32
八尾市 SC（シルバー人材センター）
シルバーやお編集会議まで
Ｅメールは…yao.sc@dream.ocn.ne.jp
ＦＡＸは…072－992－8282
＊郵便番号・住所・氏名・会員番号をお書き
の上お送りください。

原稿・作品募集

﹁
シ
ル
バ
ー
や
お
﹂
編
集
委
員
募
集

会
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
や
お
」
編
集
委
員
を
募
集
（
若

干
名
）
し
ま
す
。
発
行
は
年
に
２
回
（
７
月
、
１
月
）

要
件
は
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
可
能
で
取
材
・
編
集
に

興
味
の
あ
る
方
は
（
女
性
で
70
歳
位
）、
ハ
ガ
キ
で
事

務
局
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。　
　
　
（
９
月
末
締
切
）




